
虎ノ門ニュース(2021年4月22日 DHCテレビ)
靖国は御霊を祀る場所で政治的批判する場所でない

4月22日に放送された虎ノ門ニュースで作家で明治天皇の玄孫
にあたる竹田恒泰氏が『靖国神社は少なくとも国を守るために戦った
方々の御霊を祀る場所で政治的に批判する場所でない』と韓国や中国
や左派の靖国参拝批判に苦言を呈した。
竹田氏は「中韓や共産党が『靖国神社は戦争を肯定』と主張するが、

じっくり参拝すれば『もう戦争はしたくない』と思う場所で戦争を美
化する展示物はない。左翼はありもしないこと言って叩いてる」と左
派・中韓が靖国神社にレッテル貼りをしてると指摘。その上で『そも
そも戦争の結果と善悪は直接関係なく大義があった。少なくとも国を
守るために戦った方々の御霊を祀る場所で政治的に批判する場所でな』
と自論を述べた。
また靖国参拝について「天皇陛下は靖国の直接参拝は控えてるが、

春と秋の例大祭には必ず勅使を参向させ御所から遥拝されてる。昭和
天皇が編み出した朝日や中韓の批判を避けつつ英霊を祀り拝み続ける
方法は今も続いており、天皇陛下は『御霊は靖国に祀る』という国家
と兵隊との約束を守り続けてる」とメディアは報道しないものも天皇
陛下が日本の為に戦った方々との約束を守り靖国参拝を続けているこ
とを解説した。
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立憲民主党は『安倍政権下では議論しない』『接待問題があるから出来ない』
『予算委員会があるから出来ない』等の難癖で憲法審査会開催を拒否してきたのに

『憲法審査会の運営は円満に行いたい』と厚顔無恥な主張。
共産党は『安倍政権で盛り上がらなかったから国民は望んでない』と詭弁。
立憲共産党は国民の過半数が改憲を望んでるとの世論調査結果を無視するな
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